
理科 ─解答と解説

1

2

4

3

□1　（2）（5）各2点×2＝4点
　　他各3点×7=21点
□2　（6）各2点×2=4点
　　他各3点×7=21点
□3　（1）各2点×2＝4点
　　他各3点×7=21点
□4　（4）（6）（7）各3点×5=15点
　　他各2点×5=10点

計100点（配点）

（8）

29

46 47

（5） （6）

（1）

50 51（完答）48 49

（2） （3）最も高かった色 （3）最も低かった色

（1） （2）

35 3630 31 3332 34

（3） （4） （5）① （5）② （5）③
（4）実験1 （4）実験2

56 5752 53 54 55

（4）実験3 （5） （6） （7）

（1）

（完答）2421 22 （完答）23

（2） （3）②（3）①

（6）

27 28

（7）

（6）8月27日

37 38

（6）9月14日

（1）①

39 40 41 42

（1）② （2）③ （2）④

ｇ

45

（3）⑤

（完答）43 （完答）44

（3）⑥ （4）

25 26

（4） （5）

と と

ｇ

色 色→ →

本

水面からの水の蒸発をふせぐため。

Ａ　　Ｃ　　Ｄ 黒 白

ウ カ ア オ 20

ウ

ア イ イイ東 ア イ ウ ア ウ6イ ア

二酸化炭素が水にとけたから。 1.29

気こう

【例】

植物の温度を下げる役割。
【例】

【例】

ウ 葉緑体 P　　QP　　S

ア 2

Ｈ Ｅ

ア イ ア ウ
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理科 ─解答と解説

【解　説】

1　植物のはたらきに関する問題

（1） A1  知識

　光合成とは、植物が光（日光）のエネルギーを使って、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

と水からでんぷん（栄養分）と

酸素をつくるはたらきです。つまりＡに入るのは「二酸化炭素と水」、Ｂに入るのは「酸素とでん

ぷん」となり、正
せい

解
かい

はウです。

（2） A1  知識

　光合成は植物の細
さい

胞
ぼう

の中にある葉緑体で行われます。葉緑体は緑色をしており、植物の緑色は

この葉緑体の色によるものです。

（3） A2  比較  推論

　複
ふく

数
すう

の条
じょう

件
けん

の変化によってさまざまな結果が得
え

られる実験では、調べたい一つの条件だけを変

え、その他のすべての条件を同じにした場合の結果を比
ひ

較
かく

します。このような実験を対照実験と

呼
よ

びます。この問題では「日光の有
う

無
む

」「肥
ひ

料
りょう

の有無」「水の有無」という３つの条件が変化していて、

Ｑには肥料がなく、Ｒには水がなく、Ｓでは日光が当たっていません。

　①でインゲンマメがよく成長するために「日光」が必要かどうかを調べるには、日光の有無だけ

が異
こと

なるＰとＳを比
くら

べます。同様に②「肥料」が必要かどうかを調べるには、肥料の有無だけが異

なるＰとＱを比べます。

（4） A1  知識

　図２のＤは葉の表面にある小さな穴
あな

で、気
き

孔
こう

といいます。気孔は２つの三日月形の細胞（孔辺

細胞）に囲
かこ

まれています。植物は気孔で気体の吸
きゅう

収
しゅう

・放出を行います。

（5） A1  知識

　この実験では試験管の水面に油を浮
う

かべています。これは、水面から水が直
ちょく

接
せつ

蒸
じょう

発
はつ

してしまう

と、蒸散によって減
へ

った水の量が正
せい

確
かく

に測
はか

れなくなるためです。油で水面をふさぐことで、水の

減
げん

少
しょう

がすべて植物の蒸散によるものだとわかります。よって水面に油を浮かべた理由は「水面か

らの水の蒸発を防
ふせ

ぐため。」となります。この問題では、①正しい内
ない

容
よう

が書かれているかどうか、

②①に過
か

不
ふ

足
そく

がなく、表記や表
ひょう

現
げん

に誤
あやま

りがないかどうかを中心に見ています。

（6） A2  知識  比較

　条件Ｗは葉の表側・裏
うら

側どちらにもワセリンをぬっていないため、表側・裏側・茎
くき

すべてから

水が蒸散します（蒸散量は16g）。条件Ｘは葉の表側だけワセリンをぬって表側からの蒸散をふさ

いでいるため、裏側と茎からの蒸散のみです（蒸散量は11g）。よって、ＷとＸの差の5gは、葉の

表側から蒸散した水の量を表します。正解はアです。
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理科 ─解答と解説

（7） B1  情報を獲得する  推論

　葉の表側から蒸散する水の重さをｅ、葉の裏側

から蒸散する水の重さをｆ、茎から蒸散する水の

重さをｇとおき、蒸散できない場合は空らんにし

て整理すると右表のようになります。

　（6）より葉の表側からの蒸散量ｅは（16－11＝）5gとわかり、条件Ｙは葉の裏側にワセリンをぬ

ったので葉の表側と茎から水が蒸散することからｅ＋ｇ＝7gとなります。ｅ＝5gなので、ｇは（7

－5＝）2gとなります。条件Ｚには茎のみの蒸散量ｇがあてはまるので、答えは2gです。

（8） A2  知識  具体・抽象

　蒸散とは水が水蒸気になって出ていくはたらきですが、このとき水は周りから熱をうばいなが

ら蒸発します。そのため、蒸散が盛
さか

んに行われると植物のからだの温度が下がります。夏の暑い

日に蒸散量が増えるのは、植物の温度が上がりすぎるのを蒸散によって防
ふせ

ぐためです。よって解

答例は、「植物の温度を下げる役
やく

割
わり

。」となります。この問題では、①正しい内容が書かれている

かどうか、②①に過不足がなく、表記や表現に誤りがないかどうかを中心に見ています。

2　月の満ち欠けに関する問題

（1） A1  情報を獲得する  知識

　8月31日に観
かん

測
そく

された、夕方に南中する右半分が光る月は上
じょう

弦
げん

の月と呼ばれます。南から西へ

と移
い

動
どう

する間、弓にはった弦が上に向いた形に見えることからこの名がつけられました。

（2） A2  再現する  推論

　上弦の月は太陽より約90度東の位置（約6時間遅
おく

れた位置）にあると考えることができます。太

陽が午後6時ごろ西にしずむとき、上弦の月は南中します。そこから西の地平線にしずむまでお

よそ6時間かかります。

　なお、太陽や月、星などの天体が動いて見えるのは地球が自転しているからです。自転の速さ

は1時間に約15度なので、南の位置にある天体が西の方角にしずむまでに90度位置を変えるには

（90÷15＝）6時間かかる、と計算によって求めることもできます。

（3） A2  知識  推論

　月は地球のまわりを反時計回りに公転しているため、翌
よく

日
じつ

の同じ時
じ

刻
こく

には前日より約12度東側

にずれて見えます。表１の8月27日（三日月が南西に見える）、8月31日（上弦の月が南に見える）、

9月3日（左側がわずかに欠けた月が南東に見える）の午後6時の図からも、同じ午後6時に見える月

が東に移動していることがわかります。

（4） A2  再現する  推論

　9月14日は満月（9月7日）から7日後にあたり、左半分が光る下弦の月が見られます。下弦の月は

太陽よりも90度西の位置（約6時間進んだ位置）にあり、午前0時ごろに東の地平線からのぼり、午

条件 葉の表 葉の裏 茎 蒸散量

W ｅ ｆ ｇ 16g

X ｆ ｇ 11g

Y ｅ ｇ 7g

Z ｇ
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理科 ─解答と解説

前6時ごろ南中します。9月18日の左が細く光る月（有明の月・26日の月などと呼ばれることもあ

ります）が南東の方角に見える時刻も午前6時ごろです。よってイが正解です。

（5）① A2  再現する  推論

　満月は太陽の反対側にあります。太陽が正午に南中するのに対し、満月はその12時間後の午前

0時ごろに南中します。また、9月7日午後9時に南東に見えていたことをもとにすると、南東から

南まで満月がおよそ45度移動するのにかかる時間は（45÷15＝）3時間程
てい

度
ど

ですので、午後9時の3

時間後として求めることもできます。

　 ② A2  知識  理由

　月食は、太陽・地球・月が一直線に並
なら

んだとき、満月が地球のかげに入ることで起こります。

地球のかげに入った部分は太陽の光が当たらなくなるため欠けて見え、大気の影
えい

響
きょう

で赤黒く光っ

て見えることがあります。なお、満月のたびに必ず月食が観測されるわけではありません。その

理由は、月の公転面と地球の公転面が約5度ずれていることにあります。

　 ③ A2  再現する  推論

　月食は満月が地球のかげに入

ることで起こります。月食時の

満月が月の公転運動で地球のか

げに入る様子は右図のようにな

ります。月食時の満月は満月の

左側（東側）から欠けていくこと

になるので、イが正解です。

（6） B1  再現する  置き換え

　図では太陽の光が右から当たっているため、Ｇ

が新月です。新月は約3日後にＨの位置まで公転

し、三日月となります。したがって、8月27日の

三日月の位置は図のＨです。また、9月14日の左

半分が光る月（下弦の月）の位置は、図のＥです。

3　さまざまな気体の性
せい

質
しつ

に関する問題

（1） A1  知識

　水素はうすい塩酸や硫
りゅう

酸
さん

などの酸性の水
すい

溶
よう

液
えき

に、亜
あ

鉛
えん

やスチールウール（鉄）などの金
きん

属
ぞく

を入れ

ることで発生します。よって①の答えはアです。二酸化炭素は、石
せっ

灰
かい

石や貝がらなどの炭
たん

酸
さん

カル

シウムをふくむ物質にうすい塩酸を加えることで発生します。よって②の答えはイです。なお、

太陽光

地球

地球の
かげ

地球の
かげ

①部分月食
の始まり

①部分月食
の始まり

③部分月食
の終わり

③部分月食
の終わり

②皆既月食
かい き

②皆既月食

図

太
　陽
　の
　光

地球

A

C

B H

D F

G

E
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理科 ─解答と解説

ウの水酸化ナトリウム水溶液と鉄、およびエの塩酸と銅
どう

の組み合わせでは反
はん

応
のう

はおこらず、気体

は発生しません。

（2） A1  知識

　塩化水素は刺
し

激
げき

臭
しゅう

をもつ気体であるため、③の答えはアです。アンモニアと並
なら

んで、刺激臭を

持つ代表的な気体として覚えておきましょう。また、水素は非
ひ

常
じょう

に水に溶
と

けにくい気体で、水上

置
ち

換
かん

法で集めることができます。よって④の答えはウです。

（3） A1  知識

　水素の特
とく

徴
ちょう

として、ウ（燃
ねん

料
りょう

電池に使用されている）とカ（燃
も

える気体である）があてはまります。

水素は空気中で点火すると音を立てて激
はげ

しく燃え、燃えた後は水だけが生じるクリーンな気体と

して、燃料電池や次世代エネルギーとしても注目されています。二酸化炭素の特徴として、ア（石

灰水に通すと、石灰水が白くにごる）とオ（地球温
おん

暖
だん

化の原
げん

因
いん

のひとつと言われている）があては

まります。イ（助燃性）とエ（金属のさびをつくる）は酸素の特徴であるため、二酸化炭素・水素い

ずれにもあてはまりません。

（4） A2  情報を獲得する  再現する

　問題文より、10gのドライアイスが20℃で5.5Lの二酸化炭素になります。つまり、二酸化炭素

5.5Lはドライアイス10gに相当します。11Lは5.5Lの２倍なので、必要なドライアイスの重さも

２倍となり、（10×2＝）20gとなります。

（5） A2  知識  具体・抽象  理由

　二酸化炭素は水に少し溶ける気体であるため、Ｒでは二酸化炭素が水に溶け込
こ

み、ボトル内の

気体の量が減って気
き

圧
あつ

が下がります。外の空気の圧力（大気圧）との差が生じ、ペットボトルがへ

こみます。一方、Ｐの酸素とＱのちっ素は水に溶けにくい気体なので、ペットボトルを振
ふ

っても

中の気体はほとんど水に溶けず、ペットボトルはへこみません。よってＲのペットボトルのみが

へこんだ理由は、「二酸化炭素が水に溶けたから。」となります。この問題では、①正しい内容が

書かれているかどうか、②①に過不足がなく、表記や表現に誤りがないかどうかを中心に見てい

ます。

（6） B1  情報を獲得する  再現する

　空気にふくまれるちっ素と酸素のそれぞれ１Lあたりの重さは、表よりちっ素が1.25g、酸素が

1.43gです。空気１Lにふくまれるちっ素は（1× 80
100 ＝）0.8L、酸素は（1× 20

100 ＝）0.2Lとなるの

で、空気１Lの重さは1.25×0.8＋1.43×0.2＝1.000＋0.286＝1.286（g）となります。小数第三位を

四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

すると、1.29gとなります。

4　もののあたたまり方に関する問題

（1） A2  再現する

　金属板での熱の伝わり方は伝
でん

導
どう

です。加熱するＢからの距
きょ

離
り

が近いほどろうが早くとけます。
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理科 ─解答と解説

Ｂから各点までの距離を求めると、ＢＡは30cm、ＢＣは40cm、ＢＤは40cmよりも長くなります。

よってろうがとける順は加熱したＢに近い順にＡ→Ｃ→Ｄとなります。

（2） A1  再現する  知識

　温度の違
ちが

いによって液体や気体の同じ体積あたりの重さが変化し、その結果生じた流れによっ

て熱が伝わる現
げん

象
しょう

を対流といいます。ビーカーの左側の底をあたためると、その部分の水があた

たまって同じ体積あたりの重さが軽くなり上
じょう

昇
しょう

します。左側で上昇した水は水面付近で右へ移動

し、右側で水が下へ移動し、再び加熱部分にもどるような流れが生じます。よって水はウの向き

に循
じゅん

環
かん

します。

（3） A1  知識

　放
ほう

射
しゃ

による熱の伝わり方では、黒など色がこいものほど熱（光のエネルギー）を吸収しやすく、

白など色がうすいものほど反
はん

射
しゃ

しやすい（吸収しにくい）性質があります。よって5分後の温度が

最も高かった色は黒色、最も低かった色は白色です。

（4） A1  具体・抽象

　ア（エアコンの吹
ふ

き出し口の向き）は冷気・暖
だん

気
き

を対流させて部屋全体をあたためたり冷やした

りする例なので【実験２】と関係が深いです。

　イ（キャンプファイヤーのほのおの近くが熱い）はほのおからの熱を受ける例なので【実験３】と

関係が深いです。このように熱が光のように空間を伝わり、離
はな

れた場所に直接届
とど

く現象を放射と

いいます。

　ウ（冷やしたタオルを頭にのせると気持ちがよい）は体の熱がタオルに伝わる伝導の例なので

【実験１】と関係が深いです。

（5） B1  情報を獲得する  再現する  推論

　図４より、各棒
ぼう

でアルコールランプに最も近いマッチはＣ・Ｆ・Ｉです。加熱開始から5分後

にＡ・Ｅ・Ｉが同時に落ちたということは、5分間で棒Ｒでは10cm、棒Ｑでは20cm、棒Ｐは30cm

まで熱が伝導してろうがとける温度に到
とう

達
たつ

したことがわかります。熱は加熱部分から伝導するの

で、棒ＰではＣ・Ｂ・Ａの3本が、棒ＱではＦ・Ｅの2本が、棒ＲではＩのみが棒から落ちています。

よって合計（3＋2＋1＝）6本となります。

（6） B2  情報を獲得する  再現する

　加熱した点は棒Ｐと棒Ｒがつながった部分です。【実験４】の結果より、棒Ｒで10cm熱が伝導す

る時間で、棒Ｑでは20cm、棒Ｐでは30cm熱が伝導することがわかっています。最初に棒Ｐでク、

次にキのマッチが落ちます。次にカのマッチ（棒Ｐの加熱部分から30cm）が落ちるとき、同時にア

（棒Ｒの加熱部分から10cm）のマッチが落ちます。次に、「金属棒のつなぎ目でも熱は十分伝わる

ものとし、それぞれの金属棒での熱の伝わる速さは棒の長さにかかわらず【実験４】のときと変わ

らない」と書かれていることから、カからエ（棒Ｑの20cm分）まで熱が伝わるとき、アからイ（棒Ｒ

の10cm）まで熱が伝わると考えることができ、棒Ｒのイのマッチが落ちるとき、棒Ｑのエのマッ
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チが落ちることになります。この時までにウをのぞくすべてのマッチが落ちているので、最後に

落ちるマッチはウとなります。

（7） B1  比較  推論

　表を見ると、赤色の光を緑の紙に当てたときの温度上昇は15.3℃、緑色の光を赤い紙に当てた

ときは14.7℃と、それぞれ白色の紙に当てたときの温度上昇に比べてずっと大きくなっています。

これは、それぞれの光が紙に吸収され、そのエネルギーが熱に変わったためです。したがって、

赤色の光は緑の紙に、緑色の光は赤い紙に吸収されやすいことがわかります。一方、赤色の光を

赤い紙に当てた場合や、緑色の光を緑の紙に当てた場合は、温度上昇が小さくなっています。赤

い紙は赤色の光を、緑の紙は緑色の光を反射しやすいからです（赤い紙は赤色の光を反射してい

るので赤く見え、緑の紙は緑色の光を反射しているので緑色に見えます）。

　植物の葉は緑色であるため、緑色の光は反射されやすく、あまり吸収されません。一方、赤色

の光はよく吸収され、そのエネルギーが光合成に利用されます。

　したがって、光合成に利用されやすいのは赤色の光であり、答えはアです。
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